
(57)【要約】

遠位端を有する細長い本体部と、細長い本体部に固定的

に搭載されているとともに細長い本体部の遠位端から遠

位方向に延びる切断部材とを備える、組織の一部を除去

する外科手術装置を開示する。切断部材は、その露出し

た導電遠位端が電気外科手術用の切断面を形成して、組

織に電気エネルギーを供与するようになっている。装置

が組織内を前進させられると、切断部材が組織から管状

の領域を切除し、切除された組織は切断部材の開口部内

に延び、細長い本体部の内部に保管される。１つの実施

例として、切断部材は収縮自在である。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
遠 位 端 を 有 す る 細 長 い 本 体 部 と 、 細 長 い 本 体 部 に 固 定 的 に 搭 載 さ れ 、 全 体 に わ た っ て 開 口
部 を 設 け て い る と と も に 、 細 長 い 本 体 部 の 遠 位 端 か ら 遠 位 方 向 に 延 び て い る 切 断 部 材 と を
備 え て い る 、 組 織 の 一 部 を 除 去 す る 外 科 手 術 装 置 で あ っ て 、 切 断 部 材 は そ の 露 出 し た 導 電
遠 位 端 が 電 気 外 科 手 術 用 の 切 断 面 を 形 成 し て 、 組 織 に 電 気 エ ネ ル ギ ー を 供 与 す る よ う に な
っ て お り 、 装 置 が 組 織 内 を 前 進 さ せ ら れ る と 、 切 断 部 材 が 組 織 か ら 管 状 の 領 域 を 切 除 し 、
切 除 さ れ た 組 織 は 切 断 部 材 の 開 口 部 内 に 延 在 し 、 細 長 い 本 体 部 の 内 部 に 保 管 さ れ る こ と を
特 徴 と す る 、 外 科 手 術 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 切 断 部 材 は 断 面 形 状 が 前 記 細 長 い 本 体 部 の 断 面 形 状 に 実 質 的 に 一 致 し て い る こ と を 特
徴 と す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 切 断 部 材 は 断 面 形 状 が 実 質 的 に 円 形 で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 装 置
。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 切 断 部 材 は 断 面 形 状 が 実 質 的 に 長 円 形 で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 装
置 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 細 長 い 本 体 部 は 可 撓 性 に 富 む こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 切 断 部 材 は 切 断 リ ン グ を 備 え て お り 、 前 記 細 長 い 本 体 部 は 内 側 チ ュ ー ブ と 外 側 チ ュ ー
ブ を 備 え て お り 、 切 断 リ ン グ の 少 な く と も 一 部 が 内 側 チ ュ ー ブ と 外 側 チ ュ ー ブ の 間 に 挟 み
込 ま れ て い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
前 記 切 断 部 材 は 高 周 波 （ Ｒ Ｆ ） 発 生 器 に 電 気 接 続 さ れ 、 組 織 に Ｒ Ｆ エ ネ ル ギ ー を 供 与 す る
よ う に な っ て い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
前 記 内 側 チ ュ ー ブ は 遠 位 部 に 直 径 を 小 さ く し た 領 域 が 設 け ら れ て お り 、 前 記 切 断 リ ン グ は
直 径 を 小 さ く し た 領 域 に 搭 載 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ６ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
前 記 切 断 部 材 は モ ノ ポ ー ラ シ ス テ ム の 電 極 の う ち の 一 方 を 形 成 し て い る こ と を 特 徴 と す る
、 請 求 項 １ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
前 記 切 除 さ れ た 組 織 は 前 記 内 側 チ ュ ー ブ の 内 部 管 腔 に 格 納 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求
項 ６ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 １ １ 】
前 記 細 長 い 本 体 部 は 内 視 鏡 の 作 業 チ ャ ネ ル を 通 し て 挿 入 さ れ る よ う な 寸 法 に 設 定 さ れ て い
る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 １ ２ 】
前 記 装 置 は 、 前 記 細 長 い 本 体 部 内 に 設 置 さ れ 、 か つ 、 細 長 い 本 体 部 か ら 遠 位 方 向 に 拡 張 可
能 で 組 織 を 刺 通 す よ う に な っ て い る 塞 栓 具 を 更 に 備 え て お り 、 塞 栓 具 は 切 断 部 材 の 遠 位 端
を 越 え て 拡 張 可 能 で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 １ ３ 】
前 記 塞 栓 具 は バ ネ 偏 倚 に よ り 保 護 さ れ た 後 退 位 置 へ 移 動 さ せ ら れ て 、 塞 栓 具 の 先 鋭 な 先 端
が 前 記 切 断 部 材 の 遠 位 端 よ り 近 位 方 向 に 設 置 さ れ る よ う に な っ て い る こ と を 特 徴 と す る 、
請 求 項 １ ２ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 １ ４ 】
チ ャ ネ ル が 内 部 に 形 成 さ れ て 外 科 手 術 器 具 を 受 容 で き る よ う に 寸 法 設 定 し た 内 視 鏡 と 、
内 視 鏡 の チ ャ ネ ル を 通 し て 挿 入 で き る 組 織 生 検 装 置 と を 備 え て い る 外 科 手 術 組 織 生 検 シ ス
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テ ム で あ っ て 、 生 検 装 置 は 高 周 波 （ Ｒ Ｆ ） エ ネ ル ギ ー を 供 給 す る た め の 発 生 器 に 接 続 で き
る と と も に 、 装 置 の 遠 位 端 に 環 状 の 切 断 部 材 が 固 定 的 に 搭 載 さ れ て お り 、 切 断 部 材 は 、 装
置 が 前 進 さ せ ら れ る と 組 織 を 切 断 す る 、 遠 位 方 向 に 露 出 し た 導 電 切 断 面 を 備 え て お り 、 ま
た 、 切 断 部 材 は 組 織 に 高 周 波 エ ネ ル ギ ー を 供 与 す る よ う に エ ネ ル ギ ー 投 入 さ れ る こ と を 特
徴 と す る 、 外 科 手 術 組 織 生 検 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ５ 】
前 記 切 断 部 材 は 、 装 置 の 細 長 い 本 体 部 か ら 突 出 し て い る 遠 位 端 を 有 し て い る 円 筒 状 の リ ン
グ で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ４ に 記 載 の シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ６ 】
前 記 細 長 い 部 材 は 外 側 部 材 と 、 外 側 部 材 の 内 部 に 設 置 さ れ た 内 側 部 材 と か ら な り 、 内 側 部
材 は 装 置 に よ っ て 切 断 さ れ た 組 織 を 受 容 す る よ う に 寸 法 設 定 さ れ た 管 腔 を 備 え て い る こ と
を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ５ に 記 載 の シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ７ 】
前 記 組 織 生 検 装 置 に 電 気 接 続 さ れ た 高 周 波 発 生 器 を 更 に 備 え て い る こ と を 特 徴 と す る 、 請
求 項 １ ６ に 記 載 の シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ８ 】
遠 位 端 を 有 す る 細 長 い 本 体 部 と 、 細 長 い 本 体 部 に 固 定 的 に 搭 載 さ れ 、 全 体 に わ た っ て 開 口
部 を 設 け て い る と と も に 、 細 長 い 本 体 部 の 遠 位 端 か ら 遠 位 方 向 に 延 び て い る 切 断 部 材 と を
備 え て い る 、 組 織 の 一 部 を 除 去 す る 外 科 手 術 装 置 で あ っ て 、 切 断 部 材 は そ の 露 出 し た 導 電
遠 位 端 が 閉 ル ー プ 状 の 電 気 外 科 手 術 用 の 切 断 面 を 形 成 し て 、 組 織 に 電 気 エ ネ ル ギ ー を 供 与
す る よ う に な っ て お り 、 装 置 が 組 織 内 を 前 進 さ せ ら れ る と 、 切 断 部 材 が 組 織 か ら 管 状 の 領
域 を 切 除 し 、 切 除 さ れ た 組 織 は 切 断 部 材 の 開 口 部 内 に 延 在 し 、 細 長 い 本 体 部 の 内 部 に 保 管
さ れ る こ と を 特 徴 と す る 、 外 科 手 術 装 置 。
【 請 求 項 １ ９ 】
前 記 閉 ル ー プ は 形 状 が 実 質 的 に 円 形 で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ８ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
前 記 切 断 部 材 は 断 面 形 状 が 細 長 い 本 体 部 の 断 面 形 状 に 実 質 的 に 一 致 し て い る こ と を 特 徴 と
す る 、 請 求 項 １ ９ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ２ １ 】
前 記 装 置 は 前 記 細 長 い 本 体 部 に 関 し て 可 動 な 切 断 ワ イ ヤ を 更 に 備 え て お り 、 切 断 ワ イ ヤ は
開 位 置 か ら 組 織 を 剪 断 す る た め の 締 位 置 へ 移 動 可 能 で あ る ワ イ ヤ ル ー プ を 備 え て い る こ と
を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ８ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ２ ２ 】
前 記 ワ イ ヤ ル ー プ は 高 周 波 （ Ｒ Ｆ ） エ ネ ル ギ ー を 供 与 し て 組 織 を 剪 断 す る よ う に な っ て い
る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ２ １ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ２ ３ 】
細 長 い 部 材 と 環 状 の 切 断 部 材 と を 有 し 、 切 断 部 材 の 遠 位 方 向 に 露 出 し た 導 電 性 切 断 面 が 細
長 い 部 材 に 固 定 的 に 搭 載 さ れ て い る と と も に 細 長 い 部 材 を 超 え て 拡 張 し た 装 置 を 準 備 し 、
こ の 装 置 を 体 内 に 導 入 し 、
切 断 部 材 に 高 周 波 エ ネ ル ギ ー を 供 与 し 、
前 記 装 置 を 前 進 さ せ て 露 出 し た 切 断 面 を 目 標 組 織 に 接 触 さ せ て か ら 剪 断 し 、 剪 断 さ れ た 組
織 を 細 長 い 部 材 の 内 部 に 捕 獲 す る こ と が で き る よ う に す る こ と か ら 構 成 さ れ た こ と を 特 徴
と す る 、
組 織 生 検 を 実 施 す る 方 法 。
【 請 求 項 ２ ４ 】
装 置 を 体 内 に 導 入 す る 前 記 工 程 は 、 内 視 鏡 の 作 業 チ ャ ネ ル を 通 し て 装 置 を 挿 入 す る 工 程 を
更 に 含 ん で い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ２ ３ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ５ 】
装 置 を 体 内 に 導 入 す る 前 記 工 程 は 、 装 置 を 経 頚 部 的 に 体 内 に 導 入 す る 工 程 を 含 ん で い る こ
と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ２ ３ に 記 載 の 方 法 。
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【 請 求 項 ２ ６ 】
装 置 を 体 内 に 導 入 す る 前 記 工 程 は 、 装 置 を 経 皮 的 に 体 内 に 導 入 す る 工 程 を 含 ん で い る こ と
を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ２ ３ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ７ 】
前 記 装 置 は 、 先 鋭 な 先 端 が 前 記 細 長 い 部 材 内 に 設 置 さ れ た 塞 栓 具 を 備 え て お り 、 装 置 を 体
内 に 導 入 す る 前 記 工 程 は 、 塞 栓 具 を 遠 位 方 向 に 前 進 さ せ て 組 織 を 刺 通 す 工 程 を 含 ん で い る
こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ２ ３ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ８ 】
前 記 処 置 手 順 の 後 で 、 前 記 塞 栓 具 を 前 記 細 長 い 部 材 の 内 部 で 前 進 さ せ て 組 織 を 排 出 す る こ
と に よ り 、 細 長 い 部 材 の 内 部 か ら 組 織 を 取 り 出 す 工 程 を 更 に 含 ん で い る こ と を 特 徴 と す る
、 請 求 項 ２ ３ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ９ 】
装 置 を 体 内 に 導 入 す る 前 記 工 程 は 、 装 置 を 胸 部 組 織 に 導 入 し て 、 胸 部 の 病 巣 部 を 剪 断 し て
取 除 く 工 程 を 含 ん で い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ２ ３ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ ０ 】
装 置 を 導 入 す る 前 記 工 程 は 、 食 道 や 胃 壁 を 通 し て 装 置 を 前 進 さ せ て 、 肝 臓 ま た は 腎 臓 の 内
部 へ 装 置 を 導 入 す る 工 程 を 含 ん で い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ２ ３ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ １ 】
前 記 切 断 部 材 に 高 周 波 エ ネ ル ギ ー を 供 与 す る 前 記 工 程 は 、 第 １ の ル ー プ 形 状 の 切 断 部 材 に
高 周 波 エ ネ ル ギ ー を 供 与 す る 工 程 を 含 ん で お り 、 前 記 方 法 は 、 切 断 部 材 の 切 断 ル ー プ を 収
縮 さ せ て 第 ２ の よ り 小 さ い ル ー プ 形 状 に す る こ と を 更 に 含 ん で い る こ と を 特 徴 と す る 、 請
求 項 ２ ３ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ ２ 】
閉 ル ー プ 状 の 電 極 が 搭 載 さ れ 、 端 部 か ら 遠 位 方 向 に 該 電 極 が 拡 張 し て い る 装 置 を 準 備 し 、
高 周 波 エ ネ ル ギ ー を 電 極 に 供 与 し 、
組 織 を 通 し て 装 置 を 前 進 さ せ 、 装 置 が 前 進 さ せ ら れ る に つ れ て 電 極 が 組 織 を 剪 断 し て 細 長
い 中 実 の 組 織 領 域 を 除 去 す る こ と か ら 構 成 さ れ た こ と を 特 徴 と す る 、 大 型 の 組 織 検 体 を 除
去 す る 方 法 。
【 請 求 項 ３ ３ 】
遠 位 端 を 有 す る 細 長 い 本 体 部 と 、 細 長 い 本 体 部 に 固 定 的 に 搭 載 さ れ 、 全 体 に わ た っ て 開 口
部 を 設 け て い る と と も に 、 細 長 い 本 体 部 の 遠 位 端 か ら 遠 位 方 向 に 延 び て い る 収 縮 自 在 な 切
断 部 材 と を 備 え て い る 、 組 織 の 一 部 を 除 去 す る 外 科 手 術 装 置 で あ っ て 、 切 断 部 材 は 閉 ル ー
プ 状 の 導 電 面 を 有 し て い る と と も に 第 １ の ル ー プ 形 状 か ら 第 ２ の よ り 小 さ い ル ー プ 形 状 へ
可 動 で あ り 、 切 断 部 材 の 露 出 し た 導 電 遠 位 端 が 電 気 外 科 手 術 用 の 切 断 面 を 形 成 し て 、 組 織
に 電 気 エ ネ ル ギ ー を 供 与 す る よ う に な っ て お り 、 装 置 が 組 織 内 を 前 進 さ せ ら れ る と 、 切 断
部 材 が 組 織 か ら 管 状 の 領 域 を 切 除 し 、 切 除 さ れ た 組 織 は 切 断 部 材 の 開 口 部 内 に 延 び 、 細 長
い 本 体 部 の 内 部 に 保 管 さ れ 、 切 断 部 材 は 第 ２ の ル ー プ 形 状 に 移 動 し て 組 織 を 更 に 剪 断 す る
こ と が で き る こ と を 特 徴 と す る 、 外 科 手 術 装 置 。
【 請 求 項 ３ ４ 】
前 記 細 長 い 本 体 部 は 可 撓 性 に 富 む こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ３ ３ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ３ ５ 】
前 記 切 断 部 材 は 高 周 波 （ Ｒ Ｆ ） 発 生 器 に 電 気 接 続 さ れ 、 組 織 に Ｒ Ｆ エ ネ ル ギ ー を 供 与 す る
よ う に な っ て い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ３ ３ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ３ ６ 】
前 記 切 断 部 材 は モ ノ ポ ー ラ シ ス テ ム の 電 極 の う ち の 一 方 を 形 成 し て い る こ と を 特 徴 と す る
、 請 求 項 ３ ３ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ３ ７ 】
前 記 細 長 い 本 体 部 は 内 側 チ ュ ー ブ と 外 側 チ ュ ー ブ を 備 え て お り 、 前 記 切 除 さ れ た 組 織 は 内
側 チ ュ ー ブ の 内 部 管 腔 に 格 納 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ３ ３ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ３ ８ 】
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前 記 細 長 い 本 体 部 は 内 視 鏡 の 作 業 チ ャ ネ ル を 通 し て 挿 入 さ れ る よ う な 寸 法 に 設 定 さ れ て い
る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ３ ３ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ３ ９ 】
前 記 装 置 は 、 前 記 細 長 い 本 体 部 内 に 設 置 さ れ 、 か つ 、 細 長 い 本 体 部 か ら 遠 位 方 向 に 拡 張 可
能 で 組 織 を 刺 通 す よ う に な っ て い る 塞 栓 具 を 更 に 備 え て お り 、 塞 栓 具 は 切 断 部 材 の 遠 位 端
を 越 え て 拡 張 可 能 で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ３ ３ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ４ ０ 】
前 記 塞 栓 具 は バ ネ 偏 倚 に よ り 保 護 さ れ た 後 退 位 置 へ 移 動 さ せ ら れ て 、 塞 栓 具 の 先 鋭 な 先 端
が 前 記 切 断 部 材 の 遠 位 端 よ り 近 位 方 向 に 設 置 さ れ る よ う に な っ て い る こ と を 特 徴 と す る 、
請 求 項 ３ ９ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ４ １ 】
チ ャ ネ ル が 内 部 に 形 成 さ れ て 外 科 手 術 器 具 を 受 容 で き る よ う に 寸 法 設 定 し た 内 視 鏡 と 、
内 視 鏡 の チ ャ ネ ル を 通 し て 挿 入 で き る 組 織 生 検 装 置 と を 備 え て い る 外 科 手 術 組 織 生 検 シ ス
テ ム で あ っ て 、 生 検 装 置 は 高 周 波 （ Ｒ Ｆ ） エ ネ ル ギ ー を 供 給 す る た め の 発 生 器 に 接 続 で き
る と と も に 、 装 置 の 遠 位 端 に 収 縮 自 在 な 切 断 部 材 が 搭 載 さ れ て お り 、 切 断 部 材 は 、 装 置 が
前 進 さ せ ら れ る と 組 織 を 切 断 す る 、 遠 位 方 向 に 露 出 し た 導 電 切 断 面 を 備 え て お り 、 ま た 、
切 断 部 材 は 組 織 に 高 周 波 エ ネ ル ギ ー を 供 与 す る よ う に エ ネ ル ギ ー 投 入 さ れ 、 切 断 部 材 は 組
織 を 更 に 剪 断 す る た め の よ り 小 さ い 形 状 へ と 収 縮 す る こ と が で き る こ と を 特 徴 と す る 、 外
科 手 術 組 織 生 検 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ４ ２ 】
前 記 切 断 部 材 は 、 装 置 の 細 長 い 本 体 部 か ら 突 出 し て い る 遠 位 端 を 有 し て い る 円 形 の ル ー プ
を 形 成 し て い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ４ １ に 記 載 の シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ４ ３ 】
前 記 組 織 生 検 装 置 に 電 気 接 続 さ れ た 高 周 波 発 生 器 を 更 に 備 え て い る 、 請 求 項 ４ ２ に 記 載 の
シ ス テ ム 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
本 願 は 外 科 手 術 装 置 に 関 す る も の で あ り 、 特 に 、 装 置 に よ り 組 織 を 切 除 す る た め の 外 科 手
術 生 検 装 置 に 関 連 し て い る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
生 検 と は 、 悪 性 腫 瘍 ま た は そ の 他 の 疾 患 を 診 断 す る た め に 、 患 者 か ら 少 量 の 組 織 片 を 摘 出
す る こ と で あ る 。 癌 組 織 や 、 そ れ 以 外 の 多 様 な 疾 患 に つ い て は 、 早 期 診 断 と 組 織 の 除 去 が
重 要 で あ り 、 と い う の も 、 早 期 発 見 に よ っ て 治 療 の 成 功 や 患 者 生 存 の 機 会 が 増 大 す る か ら
で あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
胸 部 組 織 や 肝 組 織 な ど の 組 織 の 生 検 を 実 施 す る の に 、 目 下 、 多 数 の 装 置 を 利 用 す る こ と が
で き る 。 こ の よ う な 装 置 は 、 病 理 学 的 解 析 に 付 し て 組 織 が 悪 性 腫 瘍 で あ る か 否 か を 判 定 す
る た め に 、 組 織 の 一 部 を 切 開 し 、 そ れ を 肉 体 か ら 除 去 す る 機 能 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
観 血 性 の 最 も 高 い 処 置 手 順 は 切 開 摘 出 生 検 と 呼 ば れ て い る 。 こ の 処 置 手 順 で は 、 大 型 の 組
織 サ ン プ ル が 外 科 手 術 に よ り 大 き な 切 開 部 か ら 除 去 さ れ る が 、 長 期 の 患 者 回 復 時 間 を 要 し
、 例 え ば 、 胸 部 生 検 で は 胸 部 の 美 容 的 外 観 を 損 な う 危 険 を も た ら し 、 ま た 、 苦 痛 を 増 大 さ
せ 、 よ り 傷 痕 を 残 し 、 罹 病 率 を 高 め て し ま う 結 果 と な る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
切 開 外 科 手 術 の 欠 点 を 克 服 し よ う と し て 、 観 血 性 を よ り 最 小 限 に 抑 え た 器 具 が 開 発 さ れ て
い る 。 観 血 を 最 小 限 に 抑 え た 或 る ア プ ロ ー チ で は 、 細 針 生 検 （ フ ァ イ ン ニ ー ド ル バ イ オ プ
シ ー ） 器 具 と 呼 ば れ る 経 皮 器 具 を 利 用 す る 。 こ の 器 具 で は 、 針 と 注 射 筒 が 組 織 に 直 接 挿 入
さ れ 、 腫 瘍 な ど の 目 標 組 織 に 入 れ ら れ 、 病 理 学 的 解 析 の た め に 検 体 細 胞 を 除 去 す る 。 胸 部
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生 検 で は 、 器 具 は 胸 部 に 直 接 挿 入 さ れ 、 肝 臓 生 検 で は 、 器 具 は 腹 部 か ら 直 接 挿 入 さ れ る 。
こ の 技 術 の １ つ の 欠 点 は 、 検 査 に 付 す の に 十 分 な 量 の 組 織 を 得 る た め に 多 数 の 細 胞 サ ン プ
ル を 組 織 か ら 採 取 す る 必 要 が あ り 、 そ の た め に 、 針 で 何 度 も 刺 す 必 要 が あ り 、 処 置 手 順 に
か か る 時 間 が 長 引 き 、 病 巣 部 の 画 像 化 に よ り 定 位 を や り 直 す 必 要 が 生 じ る 可 能 性 が あ る こ
と で あ る 。 別 な 欠 点 は 、 組 織 細 胞 を 注 意 深 く 位 置 追 跡 す る た め に 、 正 確 な 分 析 が 必 要 で あ
る が 、 他 の 障 害 と の 妥 協 の 産 物 と な る 恐 れ が あ る 点 で あ る 。 ま た 、 こ の よ う な 装 置 を 使 用
し た 場 合 、 比 較 の 対 象 と な る 十 分 な 周 辺 面 積 の 健 常 組 織 を 除 去 せ ず に 小 さ な 寸 法 の 検 体 を
除 去 し た が た め に 、 誤 認 陰 性 判 断 を 得 る 潜 在 性 も 高 ま る 。 生 検 中 の 止 血 も 論 点 と な る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
別 な タ イ プ の 観 血 を 最 小 限 に 抑 え た 装 置 は 芯 針 生 検 （ コ ア ニ ー ド ル バ イ オ プ シ ー ） 器 具 と
呼 ば れ る 。 こ の 装 置 は 、 バ ネ 作 動 式 カ ッ タ ー を 備 え て お り 、 細 針 生 検 器 具 よ り も 大 き い 検
体 を 除 去 す る 。 こ の 検 体 は 針 の 側 面 ウ イ ン ド ウ へ 吸 引 さ れ て 、 針 の 近 位 端 を 通 し て 吸 い 取
ら れ る 。 こ の よ う な 針 は 細 針 生 検 器 具 の も の よ り も 大 型 で あ る が 、 そ れ で も 比 較 的 小 さ く
て 、 例 え ば 、 直 径 が ２ mmで あ る 。 正 確 な 病 理 学 的 解 析 を 得 る に は 、 直 径 ２ mmで 長 さ が 20mm
で あ る 組 織 芯 部 を ５ 個 な い し ２ ０ 個 除 去 す る の が 必 要 と な る の が 普 通 で あ る た め 、 こ の 直
径 ２ mmの 針 で ５ 回 な い し ２ ０ 回 も 患 者 を 突 く こ と が 必 要 と な る 。 こ の よ う な 装 置 に は ま た
、 バ ネ 力 の 切 断 動 作 が 悪 性 細 胞 を 隣 接 す る 正 常 組 織 に 変 位 さ せ た り 、 装 置 搬 入 路 沿 い の 経
路 に 変 位 さ せ て し ま う 恐 れ が あ る と い う 欠 点 も あ る 。 従 っ て 、 針 が 外 へ 出 る 時 に 、 癌 細 胞
が 引 き 出 さ れ る 潜 在 性 も あ る 。 ま た 、 周 囲 の 健 常 組 織 の 除 去 が 不 適 切 で あ っ た た め に 、 誤
認 陰 性 判 断 の 回 数 も 高 く な る か も し れ な い 。 細 針 生 検 と 同 様 に 、 処 置 手 順 の 成 否 と 精 度 は
操 作 主 の 熟 練 度 で 決 ま り 、 と い う の も 、 こ の 装 置 は 多 様 な 位 置 ま で 操 作 さ れ ね ば な ら ず 、
ま た 、 こ の よ う な 多 様 な 異 な る 位 置 を 正 確 に 突 き と め な け れ ば な ら な い か ら で あ る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
経 皮 装 置 に は 、 針 を １ 回 刺 す だ け で 多 数 の 検 体 を 除 去 す る こ と が で き る よ う に す る も の も
あ る 。 検 体 は 吸 引 に よ り 針 の 近 位 端 か ら 除 去 さ れ る 。 し か し 、 こ の 装 置 に は 組 織 を 受 容 す
る た め の ウ イ ン ド ウ が 側 壁 に 形 成 さ れ て 、 カ ッ タ ー に よ る 切 除 に 備 え て い る 。 こ の 側 面 ウ
イ ン ド ウ 内 に 受 容 さ れ た 組 織 の み が 切 断 さ れ る た め 、 切 除 す る こ と の で き る 組 織 の 量 は 限
ら れ て い る 。 し た が っ て 、 装 置 を 回 転 さ せ て 操 作 す る こ と で 、 複 数 の 異 な る 組 織 区 分 が ウ
イ ン ド ウ に 入 っ て 切 除 さ れ る よ う に し な け れ ば な ら な い 。 こ の 操 作 は 時 間 が か か る ば か り
か 、 成 否 が 操 作 主 の 熟 練 度 で 決 ま り 、 し か も 、 組 織 の 位 置 を 突 き と め る 精 度 は 劣 る た め 、
診 断 精 度 を 低 減 し て し ま う 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
こ の 側 面 ウ イ ン ド ウ の ア プ ロ ー チ を 利 用 し て よ り 大 き な 組 織 検 体 を 除 去 す る に は 、 装 置 は
相 当 に 大 型 に さ れ る 必 要 が あ る 。 し か し 、 過 度 に 大 型 化 さ れ る と 、 処 置 手 順 は 観 血 性 を 増
し 、 前 述 の 付 随 す る 欠 点 を 有 す る 切 開 外 科 手 術 処 置 と 同 じ 様 相 を 呈 し 始 め る 。 切 開 部 が 大
き く な る た め 、 大 型 の 器 具 ほ ど 出 血 が 酷 く な る 可 能 性 が あ り 、 ま た 、 よ り 大 き な 切 開 部 を
塞 ぐ 必 要 が 生 じ る た め 、 傷 痕 が よ り 残 り 、 患 者 の 回 復 時 間 を 延 ば し 、 処 置 手 順 の 経 費 や 時
間 や 複 雑 さ が 増 す こ と と な る 。 更 に 、 針 が 過 度 に 大 型 化 さ れ る と 、 皮 膚 表 面 の 器 具 搬 入 点
か ら 病 巣 部 が 位 置 す る 目 標 組 織 の 内 部 ま で の 経 路 を 通 っ て 大 量 の 組 織 が 除 去 さ れ る こ と に
な る 。 病 理 学 的 解 析 の 結 果 病 巣 部 が 良 性 で あ る こ と が 分 か っ て も 、 大 量 の 組 織 が 不 必 要 に
除 去 さ れ て し ま っ た こ と と な り 、 苦 痛 を 増 し 、 傷 痕 が 大 き く な り 、 美 容 的 外 観 を 損 な っ て
し ま っ た こ と に な る 。 こ の 美 観 を 損 な う と い う 論 点 は 、 胸 部 生 検 な ど の 処 置 手 順 に つ い て
言 明 さ れ る 度 合 い が 多 い 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
し た が っ て 、 使 用 が 簡 単 で 、 外 科 手 術 の 処 置 時 間 を 縮 め 、 出 血 を 減 ら し 、 病 理 学 的 解 析 の
精 度 を 向 上 さ せ る の に 十 分 な 程 度 に 無 傷 の 大 型 の 組 織 検 体 を 観 血 を 最 小 限 に 抑 え て 除 去 す
る こ と の で き る 外 科 手 術 的 生 検 装 置 を 提 供 す る の が 有 利 で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
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【 ０ ０ １ ０ 】
本 発 明 は 、 先 行 技 術 の 欠 点 お よ び 欠 陥 を 克 服 す る に あ た り 、 遠 位 端 を 有 す る 細 長 い 本 体 部
と 、 細 長 い 本 体 部 に 固 定 的 に 搭 載 さ れ 、 全 体 に わ た っ て 開 口 部 を 設 け て い る と と も に 、 細
長 い 本 体 部 の 遠 位 端 か ら 遠 位 方 向 に 延 び て い る 切 断 部 材 と を 備 え て い る 、 組 織 の 一 部 を 除
去 す る 外 科 手 術 装 置 を 提 供 す る こ と に よ っ て 実 現 す る が 、 切 断 部 材 は 全 体 に わ た っ て 開 口
部 を 設 け て い る と と も に 、 細 長 い 本 体 部 の 遠 位 端 か ら 遠 位 方 向 に 延 び て い る 。 切 断 部 材 は
そ の 露 出 し た 導 電 遠 位 端 が 電 気 外 科 手 術 用 の 切 断 面 を 形 成 し て お り 、 組 織 に 電 気 エ ネ ル ギ
ー を 供 与 す る よ う に な っ て い る 。 装 置 が 組 織 内 を 前 進 さ せ ら れ る と 、 切 断 部 材 が 組 織 か ら
管 状 の 領 域 を 切 除 し 、 切 除 さ れ た 組 織 は 切 断 部 材 の 開 口 部 内 に 延 び 、 細 長 い 本 体 部 の 内 部
に 保 管 さ れ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
本 発 明 の 別 な 実 施 形 態 で は 、 切 断 部 材 は 収 縮 自 在 で 、 第 １ の ル ー プ 形 状 か ら 第 ２ の よ り 小
さ い ル ー プ の 形 状 へ と 可 動 で あ る 閉 ル ー プ 導 電 面 を 備 え て い る 。 切 断 部 材 の 露 出 し た 導 電
遠 位 端 は 、 電 気 エ ネ ル ギ ー を 組 織 に 供 与 す る 電 気 外 科 手 術 用 の 切 断 面 を 形 成 し て い る 。 装
置 が 組 織 内 を 前 進 さ せ ら れ る と 、 切 断 部 材 が 組 織 か ら 管 状 の 領 域 を 切 除 し 、 切 除 さ れ た 組
織 は 切 断 部 材 の 開 口 部 内 に 延 在 し 、 細 長 い 本 体 部 の 内 部 に 保 管 さ れ る 。 切 断 部 材 は 、 組 織
を 更 に 剪 断 す る た め に 第 ２ の ル ー プ 形 状 か ら 移 動 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
細 長 い 本 体 部 は 可 撓 性 で あ る の が 好 ま し く 、 ま た 、 内 側 チ ュ ー ブ と 外 側 チ ュ ー ブ と を 備 え
、 切 断 部 材 の 少 な く と も 一 部 が 内 側 チ ュ ー ブ と 外 側 チ ュ ー ブ の 間 に 挟 み 込 ま れ て い る の が
好 ま し い 。 切 断 部 材 は Ｒ Ｆ 発 生 器 に 電 気 接 続 さ れ て 、 組 織 に Ｒ Ｆ エ ネ ル ギ ー を 供 与 す る の
が 好 ま し い 。 切 断 さ れ た 組 織 は 内 側 チ ュ ー ブ の 内 部 管 腔 に 格 納 さ れ る の が 好 ま し い 。 切 断
部 材 の 断 面 形 状 は 実 質 的 に 円 形 ま た は 長 円 形 で あ れ ば よ く 、 細 長 い 本 体 部 の 断 面 形 状 に 実
質 的 に 一 致 し て い て も よ い 。
内 側 チ ュ ー ブ に は 遠 位 部 に 直 径 を 小 さ く し た 領 域 が 設 け ら れ て い て も よ く 、 こ の 径 を 小 さ
く し た 領 域 に 切 断 部 材 を 搭 載 す る の に し て も よ い 。
【 ０ ０ １ ３ 】
一 実 施 形 態 で は 、 装 置 の 細 長 い 本 体 部 の 寸 法 は 内 視 鏡 の 作 業 チ ャ ネ ル を 通 し て 挿 入 す る よ
う に 設 定 さ れ て い る 。 別 な 実 施 形 態 で は 、 細 長 い 本 体 部 は 腹 腔 鏡 検 査 法 の よ う に 套 管 針 内
に 挿 通 さ せ た り 、 管 腔 挿 通 式 に カ テ ー テ ル 内 に 挿 通 さ せ た り 、 或 い は 、 直 接 皮 膚 を 貫 通 さ
せ た り す る （ 経 皮 的 に ） 。
【 ０ ０ １ ４ 】
細 長 い 本 体 部 か ら 遠 位 方 向 に 切 断 リ ン グ の 遠 位 端 を 越 え て 拡 張 さ せ て 組 織 を 刺 通 す よ う に
し た 塞 栓 具 が 細 長 い 本 体 部 内 に 設 置 さ れ て も よ い 。 塞 栓 具 は 、 ば ね で 付 勢 す る こ と に よ り
保 護 さ れ た 後 退 位 置 に 移 動 し 、 側 線 具 の 先 鋭 な 先 端 が 切 断 リ ン グ の 遠 位 端 か ら 近 位 方 向 に
置 か れ る よ う に す る の が 好 ま し い 。 塞 栓 具 は ま た 、 装 置 か ら 取 り 外 せ る よ う に す る の が 好
ま し い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
本 発 明 は ま た 、 チ ャ ネ ル が 内 部 に 形 成 さ れ て 外 科 手 術 器 具 を 受 け 入 れ る こ と が で き る よ う
に し た 内 視 鏡 と 、 内 視 鏡 の チ ャ ネ ル を 通 し て 挿 入 で き る 組 織 生 検 装 置 と を 備 え て い る 外 科
手 術 組 織 生 検 シ ス テ ム を 提 供 す る 。 生 検 装 置 は Ｒ Ｆ エ ネ ル ギ ー を 供 給 す る た め の 発 生 器 に
接 続 で き る と と も に 、 装 置 の 遠 位 端 に 環 状 の 切 断 部 材 が 固 定 的 に 搭 載 さ れ て い る 。 切 断 部
材 は 、 装 置 が 前 進 さ せ ら れ る と 組 織 を 切 断 す る 、 遠 位 方 向 に 露 出 し た 導 電 切 断 面 を 備 え て
お り 、 ま た 、 切 断 部 材 は 組 織 に 高 周 波 エ ネ ル ギ ー を 供 与 す る よ う に エ ネ ル ギ ー 投 入 さ れ る
。 一 実 施 形 態 で は 、 切 断 部 材 は 収 縮 自 在 で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
切 断 部 材 は 、 遠 位 端 が 装 置 の 細 長 い 本 体 部 か ら 突 出 し て い る 円 筒 状 に リ ン グ の 形 状 を 有 し
て い る の が 好 ま し い 。 細 長 い 本 体 部 は 、 外 側 部 材 と 外 側 部 材 の 内 部 に 設 置 さ れ た 内 側 部 材
と か ら な り 、 内 側 部 材 の 管 腔 が 切 断 部 材 に よ り 切 断 さ れ た 組 織 を 受 け 入 れ る よ う な 寸 法 に
設 定 さ れ て い る の が 好 ま し い 。
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【 ０ ０ １ ７ 】
本 発 明 は ま た 、 遠 位 端 を 有 す る 細 長 い 本 体 部 と 、 細 長 い 本 体 部 に 固 定 的 に 搭 載 さ れ 、 全 体
に わ た っ て 開 口 部 を 設 け て い る と と も に 、 細 長 い 本 体 部 の 遠 位 端 か ら 遠 位 方 向 に 延 び て い
る 切 断 部 材 と を 備 え て い る 、 組 織 の 一 部 を 除 去 す る 外 科 手 術 装 置 を 提 供 す る 。 切 断 部 材 は
そ の 露 出 し た 導 電 遠 位 端 が 閉 ル ー プ 状 の 電 気 外 科 手 術 用 の 切 断 面 を 形 成 し て 、 組 織 に 電 気
エ ネ ル ギ ー を 供 与 す る よ う に な っ て い る 。 装 置 が 組 織 内 を 前 進 さ せ ら れ る と 、 切 断 部 材 が
組 織 か ら 管 状 の 領 域 を 切 除 し 、 切 除 さ れ た 組 織 は 切 断 部 材 の 開 口 部 内 に 延 び 、 細 長 い 本 体
部 の 内 部 に 保 管 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
閉 ル ー プ は 形 状 が 実 質 的 に 円 形 で あ る の が 好 ま し い 。 切 断 ワ イ ヤ を 設 け て 、 細 長 い 本 体 部
に 関 し て 可 動 に し 、 ワ イ ヤ ル ー プ が 開 位 置 か ら 組 織 を 剪 断 す る 締 位 置 へ と 移 動 で き る よ う
に し て も よ い 。 一 実 施 形 態 で は 、 ワ イ ヤ ル ー プ は 組 織 を 剪 断 す る た め の Ｒ Ｆ エ ネ ル ギ ー を
供 与 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
本 発 明 は ま た 組 織 生 検 を 実 施 す る 方 法 を 提 供 し 、 こ の 方 法 は 、 細 長 い 部 材 と 環 状 の 切 断 部
材 と を 有 し 、 切 断 部 材 の 遠 位 方 向 に 露 出 し た 導 電 性 切 断 面 が 細 長 い 部 材 に 固 定 的 に 搭 載 さ
れ て い る と と も に 細 長 い 部 材 を 超 え て 拡 張 し た 装 置 を 準 備 し 、 こ の 装 置 を 体 内 に 導 入 し 、
切 断 部 材 に 高 周 波 エ ネ ル ギ ー を 供 与 し 、 更 に 、 装 置 を 前 進 さ せ て 切 断 部 材 の 露 出 し た 切 断
面 を 目 標 組 織 に 接 触 さ せ て か ら 剪 断 し 、 剪 断 さ れ た 組 織 を 細 長 い 部 材 の 内 部 に 捕 獲 す る こ
と が で き る よ う に す る こ と か ら 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
一 実 施 形 態 で は 、 こ の 方 法 は 、 内 視 鏡 の 作 業 チ ャ ネ ル を 通 し て 装 置 を 挿 入 す る 工 程 を 更 に
含 ん で い る 。 こ の 実 施 形 態 で は 、 装 置 は 経 頚 部 的 ま た は 経 肛 門 的 に 体 内 に 導 入 す る こ と も
で き る 。 別 の 実 施 形 態 で は 、 装 置 を 体 内 に 導 入 す る 工 程 が 、 装 置 を 経 皮 的 に 体 内 に 導 入 す
る 工 程 を 含 ん で い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
上 記 装 置 を 体 内 に 導 入 す る 方 法 は ま た 、 塞 栓 具 を 遠 位 方 向 に 前 進 さ せ て 組 織 を 刺 通 す 工 程
を 含 ん で い て も よ い 。 こ の 方 法 は ま た 、 上 記 処 置 手 順 の 後 で 、 塞 栓 具 を 細 長 い 部 材 の 内 部
で 前 進 さ せ て 組 織 を 排 出 す る こ と に よ り 、 細 長 い 部 材 の 内 部 か ら 組 織 を 取 り 出 す 工 程 を 更
に 含 ん で い て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
一 実 施 形 態 で は 、 装 置 を 体 内 に 導 入 す る 上 記 工 程 は 、 装 置 を 胸 部 組 織 に 導 入 し て 、 胸 部 の
病 巣 部 を 剪 断 し て 取 除 く 工 程 を 含 ん で い る 。 別 な 実 施 形 態 で は 、 装 置 を 導 入 す る 上 記 工 程
は 、 食 道 や 胃 壁 を 通 し て 装 置 を 前 進 さ せ て 、 肝 臓 ま た は 腎 臓 の 内 部 へ 装 置 を 導 入 す る 工 程
を 含 ん で い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
本 発 明 は ま た 、 大 き な 組 織 検 体 を 除 去 す る 方 法 を 提 供 し 、 こ の 方 法 は 、 リ ン グ 状 の 電 極 が
搭 載 さ れ 、 電 極 が 端 部 か ら 遠 位 方 向 に 拡 張 し て い る 装 置 を 準 備 し 、 高 周 波 エ ネ ル ギ ー を 電
極 に 供 与 し 、 組 織 を 通 し て 装 置 を 前 進 さ せ る こ と で 、 装 置 が 前 進 さ せ ら れ る に つ れ て 電 極
が 組 織 を 剪 断 し 、 細 長 い 中 実 の 管 状 の 組 織 領 域 を 除 去 す る こ と か ら 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
一 実 施 形 態 で は 、 上 記 方 法 は 、 第 １ の ル ー プ 形 状 の 切 断 部 材 に 高 周 波 エ ネ ル ギ ー を 供 与 し
て か ら 、 切 断 部 材 を 第 ２ の よ り 小 さ い ル ー プ 形 状 に 収 縮 さ せ る こ と を 含 ん で い る 。 切 断 部
材 を 収 縮 さ せ る 工 程 は 、 切 断 部 材 を 近 位 方 向 に 引 っ 張 っ て 切 断 ル ー プ の 寸 法 を 低 減 す る こ
と を 含 ん で い る の が 好 ま し い 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
本 件 開 示 の 好 ま し い 実 施 形 態 を 図 面 を 参 照 し な が ら 以 下 に 記 載 し て ゆ く 。
こ こ で 図 面 を 詳 細 に 参 照 す る と 、 複 数 の 図 面 に わ た っ て 同 一 参 照 番 号 が 同 じ 構 成 要 素 ま た
は 類 似 す る 構 成 要 素 を 同 定 し て い る が 、 図 １ は 本 発 明 の 組 織 生 検 装 置 の 第 １ の 実 施 形 態 を
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例 示 し て い る 。 組 織 生 検 装 置 は 、 高 周 波 （ Ｒ Ｆ ） エ ネ ル ギ ー を 付 与 す る こ と に よ り 組 織 を
切 除 し 、 ま た 、 装 置 の 管 腔 内 に 切 除 さ れ た 組 織 区 分 を 無 傷 の ま ま 格 納 す る よ う に 設 計 さ れ
て い る 。 装 置 １ ０ は 、 こ れ を 達 成 す る に あ た り 、 遠 位 位 置 に 設 置 さ れ た 固 定 式 切 断 リ ン グ
３ ０ を 利 用 し 、 装 置 が 組 織 内 を 前 進 す る 時 に こ の リ ン グ が 組 織 を 切 除 し な が ら 、 切 れ 目 の
無 い 円 筒 状 の 組 織 区 分 を 漸 進 的 に 除 去 し て ゆ く と い う 手 段 を 用 い て い る 。 こ の 組 織 検 体 は
管 腔 か ら 除 去 さ れ て 病 理 学 的 解 析 に 送 ら れ る が 、 切 れ 目 の 無 い 無 傷 の 検 体 は 、 悪 性 腫 瘍 ま
た は そ の 他 の 疾 病 に つ い て の 組 織 の 検 査 と 診 断 の 精 度 を 高 め る 。 図 １ ３ に 描 か れ た 代 替 の
実 施 形 態 は 収 縮 自 在 な 切 断 ワ イ ヤ ル ー プ を 固 定 式 切 断 リ ン グ の 代 わ り に 利 用 し て 、 同 様 の
態 様 で 円 筒 状 の 組 織 区 分 を 切 除 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
Ｒ Ｆ 切 断 リ ン グ を 設 け た 装 置 １ ０ は 、 腹 腔 鏡 検 査 の ア プ ロ ー チ や 、 内 視 鏡 検 査 の ア プ ロ ー
チ で 適 用 さ れ 、 こ れ ら 両 方 の ア プ ロ ー チ が 経 肛 門 的 で あ る と と も に 経 頚 部 的 で あ り 、 更 に
こ の 装 置 は 、 皮 膚 に 直 接 挿 入 す る 経 皮 ア プ ロ ー チ や 、 血 管 壁 を 内 側 か ら 貫 い て 器 官 や 目 標
組 織 に 接 近 す る こ と の で き る 管 腔 内 ア プ ロ ー チ で 適 用 さ れ る 。 前 述 の ア プ ロ ー チ の 幾 つ か
が 図 面 に 例 示 さ れ て お り 、 後 段 で 説 明 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
更 に 、 切 断 リ ン グ が 試 料 と し て 抽 出 さ れ る べ き 組 織 と 接 触 す る よ り 先 に 、 切 断 リ ン グ に エ
ネ ル ギ ー が 投 入 さ れ る の が 望 ま し い 。 こ れ に よ り 、 組 織 が 潜 在 的 に 最 初 は 電 流 を 低 下 さ せ
る の を 防 ぐ こ と が で き る の で 、 切 断 が 容 易 に な る 。 し た が っ て 、 カ テ ー テ ル ま た は 鞘 部 材
を 設 け て 、 そ の 中 に 生 検 装 置 を 取 出 し 自 在 に 設 置 し て い る た め 、 切 断 リ ン グ が カ テ ー テ ル
（ 鞘 部 材 ） 内 に 遮 蔽 さ れ て い る （ 後 退 さ せ ら れ て い る ） 間 に 電 力 を オ ン に 切 替 え て 装 置 に
エ ネ ル ギ ー 投 入 し て か ら 、 目 標 組 織 内 を 前 進 さ せ る こ と が で き る 。 こ れ も ま た 、 後 段 で よ
り 詳 細 に 論 じ ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
本 発 明 の 組 織 生 検 装 置 は 、 患 者 の 体 内 で 操 作 お よ び 操 舵 す る の を 容 易 に す る た め に 可 撓 性
に 富 む よ う に し て も よ い し 、 或 い は 代 替 例 と し て 、 或 る 種 の 腹 腔 鏡 検 査 ア プ ロ ー チ な ど で
利 用 さ れ る 場 合 に は 、 剛 性 に 富 む よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
こ こ で 装 置 の 詳 細 に 戻 り 、 図 １ か ら 図 ３ を 特 に 参 照 す る と 、 生 検 装 置 １ ０ は 、 中 空 の 外 側
ス リ ー ブ １ ３ と 、 そ こ に 固 定 的 に 取 付 け ら れ た 中 空 の 内 側 チ ュ ー ブ ２ ０ と か ら な る 可 撓 性
の 細 長 い 本 体 部 １ ２ を 有 し て い る 。 装 置 １ ０ の 近 位 部 に 設 置 さ れ 、 細 長 い 管 状 の 本 体 部 １
２ の 近 位 方 向 に 延 び て い る の は ハ ン ド ル グ リ ッ プ １ ５ で あ り 、 こ れ は 、 外 科 医 が 把 持 す る
た め の も の で あ る 。 装 置 １ ０ の 遠 位 端 部 １ ４ に 固 定 的 に 設 置 さ れ て い る の が 切 断 リ ン グ ３
０ で あ り 、 こ の 部 分 は Ｒ Ｆ エ ネ ル ギ ー を 組 織 に 伝 達 す る た め の 固 定 式 電 極 を 形 成 し て お り
、 エ ネ ル ギ ー 投 入 さ れ る と 、 装 置 に 組 織 内 を 前 進 さ せ る こ と が で き る よ う に し 、 前 進 さ せ
ら れ る と 組 織 区 分 を 切 除 し 、 切 除 さ れ た 組 織 を 内 側 チ ュ ー ブ ２ ０ の 管 腔 ２ ５ の 内 部 へ と 捕
獲 し て ゆ く 。 外 側 ス リ ー ブ １ ３ の 遠 位 端 ２ ６ は 表 面 ２ ９ に 沿 っ て 先 細 り 状 に な り 、 傾 斜 端
縁 を 形 成 す る こ と で 組 織 内 の 通 過 を 容 易 に し て い る の が 好 ま し い 。 内 側 チ ュ ー ブ ２ ０ の 遠
位 端 も 、 図 示 の よ う に 、 表 面 ２ １ で 傾 斜 さ せ て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
内 側 チ ュ ー ブ ２ ０ は 直 径 を 減 じ た 部 分 （ 腰 く び れ 部 ） ２ ２ を 設 け る と 同 時 に 、 肩 張 出 し 部
２ ４ を 形 成 し て い る 。 切 断 リ ン グ ３ ０ は 、 圧 縮 嵌 合 、 イ ン サ ー ト 成 形 、 ま た は 、 こ れ ら 以
外 の 取 付 け 手 段 に よ り 、 肩 張 出 し 部 ２ ４ と 当 接 し た 状 態 で 腰 く び れ 部 ２ ２ の 外 表 面 に 固 定
的 に 搭 載 さ れ て い る 。 切 断 リ ン グ ３ ０ は 、 図 示 の よ う に 、 円 筒 状 に 成 形 さ れ て 閉 ル ー プ を
成 し て お り 、 中 空 で あ る と 同 時 に 、 切 除 さ れ た 組 織 の た め の 開 口 部 ３ ４ を 形 成 し て い る 。
切 断 リ ン グ ３ ０ は 外 側 ス リ ー ブ １ ３ の 遠 位 端 ２ ６ と 内 側 チ ュ ー ブ ２ ０ の 遠 位 端 ２ ７ と か ら
少 し だ け 遠 位 方 向 に 拡 張 し た 遠 位 端 ３ ２ を 備 え て い る 。 従 っ て 、 遠 位 端 ３ ２ と 遠 位 端 ３ ２
か ら す こ し だ け 近 位 方 向 に 位 置 す る 表 面 で 、 領 域 ３ ５ と 指 定 さ れ て い る 部 分 の み が 組 織 に
晒 さ れ る 。 結 果 的 に 、 Ｒ Ｆ パ ワ ー が 付 与 さ れ る と 、 切 断 リ ン グ ３ ０ の 環 状 の 露 出 表 面 ３ ５
と 環 状 端 縁 ３ ２ の み が 、 組 織 を 切 断 し て 焼 灼 す る Ｒ Ｆ エ ネ ル ギ ー を 供 与 す る 。
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【 ０ ０ ３ １ 】
導 電 ワ イ ヤ ２ ８ は 切 断 リ ン グ ３ ０ か ら 、 内 側 チ ュ ー ブ ２ ０ の 全 長 に わ た っ て 形 成 さ れ た 軸
線 方 向 チ ャ ネ ル ２ ６ を 通 っ て 延 び 、 更 に 、 装 置 よ り も 近 位 方 向 に 延 び て 、 電 気 外 科 手 術 用
発 電 機 に 接 続 さ れ る 。 す な わ ち 、 ワ イ ヤ ２ ８ は 切 断 リ ン グ ３ ０ を 概 略 的 に 図 示 さ れ て い る
Ｒ Ｆ 発 生 器 ボ ッ ク ス Ａ に 電 気 接 続 し 、 こ の ボ ッ ク ス が Ａ Ｃ 電 源 に 接 続 さ れ る か 、 或 い は 、
電 池 を 電 源 と し て 電 力 供 給 さ れ る 。 従 来 の 接 地 板 Ｇ も 概 略 的 に 図 示 さ れ て お り 、 Ｒ Ｆ 発 生
器 Ａ に 電 気 接 続 さ れ 、 従 来 の モ ノ ポ ー ラ シ ス テ ム と 同 様 に 帰 還 電 極 と し て 機 能 す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
上 述 の よ う に 、 切 断 リ ン グ ３ ０ の 遠 位 端 ３ ２ は 外 側 ス リ ー ブ １ ３ の 遠 位 端 ２ ６ お よ び 内 側
チ ュ ー ブ ２ ０ の 遠 位 端 ２ ７ か ら そ れ ぞ れ 遠 位 方 向 に 突 出 し て い る た め 、 体 組 織 に 対 し て 露
出 状 態 と な っ て い る 。 装 置 １ ０ が Ｒ Ｆ 発 生 器 に よ り エ ネ ル ギ ー 投 入 さ れ て 組 織 内 を 前 進 さ
せ ら れ る と 、 露 出 端 縁 ３ ２ と 露 出 隣 接 面 ３ ５ と が 組 織 を 切 断 お よ び 焼 灼 し 、 円 筒 状 の 切 除
さ れ た 組 織 区 分 （ 断 面 が 円 形 ） を 切 り 出 す 。 切 断 リ ン グ ３ ０ が 前 進 す る に つ れ て 、 切 除 さ
れ た 中 実 の 管 状 区 分 が 切 断 リ ン グ ３ ０ の 開 口 部 ３ ４ を 通 り 、 更 に 、 内 側 チ ュ ー ブ ２ ０ の 管
腔 ２ ５ を 通 っ て 、 そ こ に 格 納 さ れ 、 後 で 取 り 出 さ れ て か ら 病 理 学 的 解 析 に 付 さ れ る こ と に
な る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
ワ イ ヤ ２ ８ を 介 し て 切 断 リ ン グ ２ ０ に 至 る エ ネ ル ギ ー の 流 れ を 確 保 す る た め に 、 内 側 チ ュ
ー ブ ２ ０ は 非 導 電 材 料 か ら 構 成 さ れ て い る 。 こ れ が ワ イ ヤ ２ ８ を 絶 縁 す る 。 更 に 、 外 側 ス
リ ー ブ １ ３ は 非 導 電 材 料 か ら 構 成 さ れ て い る が 、 代 替 例 と し て 、 ス リ ー ブ は 導 電 材 料 か ら
構 成 さ れ て 、 ス リ ー ブ の 複 数 部 分 を 非 導 電 材 料 ま た は 非 導 電 皮 膜 か ら 構 成 さ れ た 切 断 リ ン
グ ３ ０ と 接 触 さ せ た り 隣 接 さ せ る よ う に し て も よ い 。 内 側 チ ュ ー ブ ２ ０ が 導 電 材 料 か ら 構
成 さ れ て い る 場 合 は 、 ワ イ ヤ ２ ８ は 絶 縁 ス リ ー ブ 内 に 封 入 さ れ 、 切 断 リ ン グ ３ ０ と 接 触 し
て い る 内 側 チ ュ ー ブ ２ ０ の 当 該 部 分 は 電 気 的 に 非 導 通 状 態 と な る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
装 置 １ ０ は 、 図 ５ お よ び 図 ６ の 栓 塞 子 ５ ０ な ど の 塞 栓 具 の 補 助 を 得 て 挿 入 す る こ と が で き
る も の と 認 識 す る べ き で あ る 。 塞 栓 具 は 内 側 チ ュ ー ブ ２ ０ の 管 腔 内 に 設 置 さ れ 、 図 ６ に 例
示 さ れ た 套 管 針 先 端 部 ５ ２ な ど の よ う な 先 鋭 な 刺 通 し 先 端 を 備 え て い る 。 こ れ に 代 わ る も
の と し て 、 塞 栓 具 は 図 ６ Ａ の 栓 塞 子 ６ ０ に 見 ら れ る よ う な 鈍 先 端 を 有 し て い て も よ い 。 栓
塞 子 ５ ０ は バ ネ の 付 勢 に よ り 近 位 方 向 に 偏 倚 さ れ 、 操 作 主 の 親 指 で 作 動 さ れ る の が 好 ま し
い 。 操 作 主 は 塞 栓 具 の 近 位 端 の 親 指 ボ タ ン （ 図 示 せ ず ） を 押 し て 塞 栓 具 を 内 側 チ ュ ー ブ ２
０ か ら 遠 位 方 向 に 向 か う よ う に 強 制 し 、 刺 通 し 先 端 ５ ２ が 内 側 チ ュ ー ブ ２ ０ の 内 部 に 遮 蔽
さ れ た 状 態 に あ る 後 退 位 置 か ら 該 先 端 ５ ２ が 内 側 チ ュ ー ブ ２ ０ か ら 遠 位 方 向 に 延 び て 切 断
リ ン グ ３ ０ の 遠 位 端 ３ ２ を 越 え て 延 び 出 た 拡 張 位 置 へ と 該 先 端 ５ ２ を 露 出 さ せ る 。 塞 栓 具
を こ の 位 置 に 設 置 す れ ば 、 装 置 １ ０ は 組 織 を 貫 い て 目 標 部 位 に 達 す る よ う に 付 勢 さ れ る 。
目 標 部 位 に 到 達 し て し ま う と 、 親 指 ボ タ ン を 解 除 し 、 塞 栓 具 を 後 退 位 置 へ と 戻 れ る よ う に
し 、 刺 通 し 先 端 ５ ２ を 内 側 チ ュ ー ブ ２ ０ の 拘 束 領 域 内 に 後 退 さ せ る こ と が で き る 。 こ の 点
に つ い て は 後 段 で 更 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
こ こ で 装 置 の 使 用 方 法 に 着 目 す る が 、 本 発 明 の 装 置 は 多 様 な 方 法 で 挿 入 さ れ て 肉 体 の 様 々
な 領 域 を 治 療 す る こ と が で き る よ う に す る 。 例 え ば 、 装 置 は 経 皮 的 に 挿 入 す る こ と が 可 能
で あ り 、 す な わ ち 、 皮 膚 を 直 接 貫 い て 目 標 組 織 に 挿 入 さ れ る 。 装 置 は ま た 腹 腔 鏡 検 査 術 式
に 挿 入 す る こ と も 可 能 で あ り 、 そ の 場 合 、 腹 部 の 壁 を 貫 い て 延 在 し て い る 套 管 針 を 通 し て
装 置 が 挿 入 さ れ る 。 更 に 、 装 置 は 内 視 鏡 検 査 術 的 に 、 経 肛 門 式 ま た は 経 頚 部 式 の い ず れ か
で 患 者 に 挿 入 さ れ た 内 視 鏡 の 作 業 チ ャ ネ ル を 通 し て 挿 入 さ れ る 。 ま た 更 に 、 装 置 は 経 管 腔
式 に 血 管 を 通 し て 挿 入 す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
経 皮 的 ア プ ロ ー チ の 一 例 が 図 ４ な い し 図 ６ Ｂ に 例 示 さ れ て い る 。 切 開 部 は 腹 部 を 貫 通 し て
設 け ら れ 、 可 撓 性 の 導 入 器 鞘 部 材 ４ ０ が 装 置 １ ０ お よ び 栓 塞 子 ５ ０ と 一 緒 に 該 切 開 部 を 通
し て 挿 入 さ れ 、 図 ４ に 例 示 さ れ て い る よ う に 、 腹 壁 を 刺 通 し て 腹 部 空 洞 に 挿 通 さ れ る 。 腹
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部 空 洞 は 、 応 用 例 に よ っ て は 、 通 気 状 態 に さ れ る こ と も あ る 。 図 ４ は 、 鞘 部 材 ４ ０ 、 装 置
１ ０ 、 お よ び 、 栓 塞 子 ５ ０ が 、 便 宜 上 、 別 個 に な っ て い る よ う に 例 示 し て い る が 、 こ れ ら
構 成 要 素 は 本 実 施 形 態 で は 単 体 と し て 挿 入 さ れ る こ と に な る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
特 に 、 栓 塞 子 ５ ０ は 刺 通 し 先 端 を 有 し て お り 、 こ れ は 後 退 位 置 ま で バ ネ 偏 倚 さ れ る 。 従 っ
て 、 先 端 ５ ２ は 通 常 は 塞 栓 具 カ ニ ュ ー レ 内 に 遮 蔽 さ れ て い る 。 挿 入 す る た め に 、 内 側 チ ュ
ー ブ ２ ０ の 内 部 管 腔 ２ ５ の 内 部 に 設 置 さ れ て い る 栓 塞 子 ５ ０ が 作 動 さ れ 、 先 端 ５ ２ を カ ニ
ュ ー レ か ら 外 へ 前 進 さ せ て 、 内 側 チ ュ ー ブ ２ ０ お よ び 導 入 器 鞘 部 材 ４ ０ よ り 遠 位 方 向 に 移
動 さ せ る 。 こ の 動 作 は 、 近 位 端 の 親 指 ボ タ ン を 押 す か 、 或 い は 、 こ れ 以 外 の 従 来 か ら の 手
段 に よ っ て 達 成 さ れ る 。 先 端 ５ ２ が 露 出 位 置 に 置 か れ る と 、 鞘 部 材 ４ ０ と 、 そ の 内 部 の 装
置 １ ０ と に 、 図 ６ お よ び 図 ６ Ａ に 例 示 さ れ て い る よ う に 、 組 織 を 通 し て 前 進 さ せ る こ と が
で き る 。 鞘 部 材 が 適 所 に く る と 、 外 科 医 は 親 指 ボ タ ン を 解 除 し 、 先 端 ５ ２ を 自 動 的 に 遮 蔽
位 置 へ 後 退 さ せ る た め 、 塞 栓 具 は 引 き 込 ま れ る 。 こ れ に 代 わ る 例 と し て 、 装 置 と 塞 栓 具 を
導 入 器 鞘 部 材 ４ ０ に 関 し て 一 緒 に 前 進 さ せ る よ う に し て も よ い 。 す な わ ち 、 鞘 部 材 は そ の
位 置 に 止 ま っ た ま ま 、 塞 栓 具 の 露 出 し た 先 端 が 別 な 組 織 を 貫 い て 前 進 し 、 装 置 １ ０ を 目 標
組 織 に 搬 送 す る こ と に な る 。 目 標 組 織 に 到 達 し て し ま う と 、 塞 栓 具 は 装 置 １ ０ お よ び 鞘 部
材 ４ ０ か ら 取 り 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
栓 塞 子 ５ ０ が 引 き 出 さ れ る と 、 装 置 １ ０ は エ ネ ル ギ ー 投 入 さ れ 、 接 続 ワ イ ヤ ２ ８ を 介 し て
切 断 リ ン グ ３ ０ に Ｒ Ｆ エ ネ ル ギ ー を 供 与 し 、 組 織 を 切 除 す る 。 装 置 １ ０ お よ び 切 断 リ ン グ
３ ０ が 前 進 さ せ ら れ る と 、 Ｒ Ｆ エ ネ ル ギ ー は 組 織 の 切 断 と 焼 灼 の 両 方 を 実 施 し 、 周 辺 部 の
火 傷 を 最 小 限 に 抑 え な が ら 組 織 か ら 芯 部 を 除 去 す る 。 正 し く 認 識 で き る だ ろ う が 、 切 断 リ
ン グ ３ ０ は 管 状 の 組 織 区 分 を 切 除 し 、 こ の 区 分 の 断 面 寸 法 は 切 断 リ ン グ ３ ０ の 内 径 に 実 質
的 に 一 致 し て い る 。 電 力 を オ ン と オ フ と に 反 復 し て 切 替 え な が ら 小 刻 み な 組 織 を 複 数 片 採
取 す る こ と も 、 或 い は 、 電 力 を オ ン 状 態 に し た ま ま 、 切 れ 目 の 無 い 細 長 い 管 状 の 組 織 区 分
を 採 取 す る こ と も 、 い ず れ も 可 能 で あ る 。 切 除 さ れ た 組 織 は 内 側 チ ュ ー ブ ２ ０ の 内 部 管 腔
２ ５ 内 に 保 有 さ れ る が 、 こ の 時 の 組 織 の 断 面 寸 法 は 管 腔 ２ ５ の 直 径 と 実 質 的 に 一 致 す る 。
そ の 後 、 装 置 は 患 者 か ら 取 り 外 さ れ る 。 所 望 さ れ る よ う で あ れ ば 、 塞 栓 具 を 再 挿 入 し て 組
織 検 体 を 内 側 チ ュ ー ブ ２ ０ の 管 腔 ２ ５ か ら 外 へ 遠 位 方 向 に 強 制 移 動 さ せ 、 検 体 の 検 査 を 行
う こ と も で き る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
図 ６ Ａ は 、 代 替 例 と し て 、 鈍 先 端 を 設 け た 栓 塞 子 ６ ０ を 例 示 し て お り 、 こ の 塞 栓 具 は 栓 塞
子 ５ ０ と 同 じ 態 様 で 挿 入 さ れ る が 、 但 し 例 外 と し て 、 刺 通 し の 最 中 の 組 織 の 切 開 具 合 が 余
り 鋭 利 で な い 。 こ の 塞 栓 具 は 多 様 な 方 法 で 偏 倚 さ せ る こ と が で き る と と も に 、 親 指 ボ タ ン
以 外 の メ カ ニ ズ ム に よ り 作 動 さ せ る こ と が で き る も の と 認 識 す る べ き で あ る 。 塞 栓 具 は ま
た 、 装 置 が 塞 栓 具 に 関 し て 偏 倚 さ せ ら れ る よ う な 構 成 に す る こ と も で き る 。 ま た 、 代 替 例
と し て 、 塞 栓 具 は 、 最 初 に 組 織 を 刺 通 し 後 で 内 側 チ ュ ー ブ 内 に 自 動 的 に 後 退 す る こ と が で
き る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
塞 栓 具 は 処 置 手 順 の 最 後 で 使 用 さ れ て 、 内 側 チ ュ ー ブ の 管 腔 か ら 組 織 検 体 を 排 出 す る よ う
に さ れ る 。 こ の 実 施 例 で は 、 塞 栓 具 は 装 置 の 内 側 に 引 き 込 ま れ た ま ま で あ り 、 操 作 主 が 親
指 ボ タ ン を 押 す こ と で 塞 栓 具 の 遠 位 端 が 組 織 検 体 に 接 触 し 、 内 側 チ ュ ー ブ ２ ０ か ら 組 織 検
体 を 強 制 的 に 出 す よ う に な っ て い る 。 器 具 が 患 者 の 体 内 に あ る 時 、 或 い は 、 体 外 に あ る 時
に 、 吸 引 を 利 用 し て 検 体 を 除 去 す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
代 替 の 挿 入 法 で は 、 導 入 器 鞘 部 材 ４ ０ は 従 来 型 の 套 管 針 の カ ニ ュ ー レ 部 の 形 状 を 呈 し て お
り 、 こ の 従 来 型 套 管 針 は 取 外 し 可 能 な 塞 栓 具 （ 図 示 せ ず ） の 刺 通 し 先 端 が 最 初 に カ ニ ュ ー
レ と 一 緒 に 挿 入 さ れ て 組 織 を 刺 通 し て か ら 、 カ ニ ュ ー レ （ 鞘 部 材 ） を 適 所 に 放 置 し た ま ま
除 去 さ れ る 。 こ の 実 施 形 態 で は 、 導 入 器 鞘 部 材 が ま ず 設 置 さ れ て か ら 、 栓 塞 子 ５ ０ と 装 置
１ ０ が 一 体 で 導 入 器 鞘 部 材 ４ ０ の 中 を 通 し て 導 入 さ れ る 。 そ の 後 、 栓 塞 子 の 先 端 ５ ２ が 内
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側 チ ュ ー ブ ２ ０ か ら 外 へ 拡 張 で き る た め 、 所 望 の 組 織 部 位 へ 装 置 を 前 進 さ せ る こ と が で き
る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
本 発 明 の 装 置 の 代 替 の 実 施 形 態 が 図 ７ に 描 か れ て い る 。 装 置 １ ０ ０ は 、 外 科 手 術 用 器 具 を
内 部 に 受 容 す る 寸 法 に 設 定 さ れ た 、 広 義 に 「 作 業 チ ャ ネ ル 」 と 呼 称 さ れ る 内 視 鏡 チ ャ ネ ル
を 通 し て 挿 入 さ れ る よ う な 寸 法 に な っ て い る 。 内 視 鏡 ２ ０ ０ は 套 管 針 ２ １ ０ を 通 し て 設 置
す る こ と が で き る が 、 こ の 套 管 針 は 可 撓 性 に 富 ん で い る の が 好 ま し く 、 腹 腔 鏡 を 用 い た 肝
臓 生 検 な ど の 内 視 鏡 外 科 手 術 ま た は 腹 腔 鏡 外 科 手 術 の 応 用 例 に 適 す る 。 光 学 系 ２ ０ ２ お よ
び ２ ０ ４ は 外 科 手 術 部 位 に 光 を 照 射 し 、 同 部 位 を 視 認 す る た め の 画 像 を 提 供 す る 。 図 示 の
装 置 １ ０ ０ は 皮 膚 と 腹 壁 を 通 し て 挿 入 さ れ て 、 肝 臓 に 接 近 す る 。 上 述 と 同 じ 態 様 で 外 側 ス
リ ー ブ お よ び 内 側 チ ュ ー ブ か ら 遠 位 方 向 に 外 へ 延 び 出 た 遠 位 切 断 リ ン グ １ ３ ０ に Ｒ Ｆ エ ネ
ル ギ ー が 供 与 さ れ る 。 肝 臓 か ら 切 除 し た 組 織 は 内 側 チ ュ ー ブ 内 部 に 格 納 さ れ 、 後 で 除 去 さ
れ て 解 剖 学 的 解 析 に 付 さ れ る 。 利 用 さ れ る 内 視 鏡 は 可 撓 性 に 富 ん で い て も よ い し 、 剛 性 の
内 視 鏡 を 代 用 と し て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
装 置 １ ０ ０ の 少 な く と も 遠 位 部 を 包 囲 し て 、 尚 且 つ 、 内 視 鏡 ２ ０ ０ の 作 業 チ ャ ネ ル 内 部 に
設 置 さ れ る 鞘 部 材 １ ０ ２ を 任 意 で 設 け て も よ い 。 装 置 １ ０ ０ お よ び 鞘 部 材 １ ０ ２ は 内 視 鏡
よ り 遠 位 方 向 の 作 業 チ ャ ネ ル を 通 っ て 延 び 出 す こ と が で き る が 、 そ の 間 、 遠 位 切 断 端 縁 は
鞘 部 材 １ ０ ２ の 内 部 に 遮 蔽 さ れ た ま ま で あ る 。 次 い で 、 切 断 リ ン グ １ ３ ０ は 、 組 織 と 接 触
す る よ り 先 に 鞘 部 材 １ ０ ２ の 内 部 で エ ネ ル ギ ー 投 入 さ れ て 、 エ ネ ル ギ ー を 受 け て か ら 鞘 部
材 １ ０ ２ を 出 て 組 織 内 へ と 前 進 さ せ ら れ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
塞 栓 具 は 装 置 内 部 に 取 出 し 自 在 に 設 置 す る こ と が で き る 。 こ の よ う に し て 、 装 置 と 塞 栓 具
と を 内 視 鏡 よ り 遠 位 方 向 に 前 進 さ せ る こ と が 可 能 と な り 、 ま た 、 延 び 出 る こ と で 組 織 を 刺
通 し た 塞 栓 具 が 切 断 リ ン グ を 所 望 の 部 位 ま で 前 進 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
図 ８ は 本 発 明 の 装 置 の 別 な 応 用 例 を 例 示 し て い る 。 可 撓 性 に 富 む 装 置 は 従 来 型 の 可 撓 性 に
富 む 内 視 鏡 ３ ０ ０ を 通 し て 経 頚 部 式 に 挿 入 さ れ る 。 図 示 の よ う に 、 装 置 ２ ５ ０ は 内 視 鏡 の
作 業 チ ャ ネ ル 内 に 延 在 し て お り 、 内 視 鏡 は 患 者 の 口 と 咽 喉 を 通 っ て 延 び 、 食 道 を 下 っ て 胃
壁 を 貫 い て 腸 に 入 り 、 肝 臓 ま た は 腎 臓 に 接 近 す る 。 装 置 ２ ５ ０ は 装 置 １ ０ の 切 断 リ ン グ と
同 じ 環 状 の 切 断 リ ン グ を 備 え て お り 、 前 述 と 同 じ 態 様 で エ ネ ル ギ ー 投 入 さ れ て か ら 前 進 さ
せ ら れ る 。 上 述 の 鞘 部 材 １ ０ ２ に 類 似 し た 鞘 部 材 を 任 意 で 利 用 し て も よ い 。 こ の 装 置 の 用
途 と し て は ま た 、 該 装 置 に 胃 壁 を 刺 通 さ せ て 、 肝 臓 な ど の 所 望 の 組 織 に 接 近 で き る よ う に
す る こ と も あ る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
装 置 が 管 腔 内 で 使 用 さ れ る 場 合 に は 、 塞 栓 具 に 血 管 壁 を 刺 通 さ せ て 、 切 断 リ ン グ が 血 管 の
外 側 の 組 織 に 接 近 し て エ ネ ル ギ ー 供 与 で き る よ う に す る と い う 点 で 、 塞 栓 具 も 有 用 と な る
。 代 替 例 と し て 、 Ｒ Ｆ エ ネ ル ギ ー を 利 用 し て 血 管 壁 を 刺 通 す よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
図 ９ は 図 １ の 装 置 を 利 用 し た 胸 部 組 織 除 去 法 を 例 示 し て い る 。 装 置 １ ０ は 栓 塞 子 ５ ０ の 支
援 を 得 て 経 皮 的 に 挿 入 さ れ 、 胸 部 組 織 を 貫 通 し て 病 巣 に 接 近 す る 。 Ｒ Ｆ エ ネ ル ギ ー が 切 断
リ ン グ ３ ０ に 供 与 さ れ 、 病 巣 の 一 部 を 切 除 す る と と も に 、 切 除 部 分 を 内 部 管 腔 内 に 保 管 し
て 、 上 述 の 態 様 で 引 き 出 し て か ら 解 剖 学 的 解 析 に 付 す 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
図 １ ０ は 本 発 明 の 組 織 生 検 装 置 の 代 替 例 を 例 示 し て い る 。 装 置 １ ０ ’ は 上 述 の 装 置 １ ０ と
同 一 で あ る が 、 切 断 ワ イ ヤ ７ ０ と 内 側 チ ュ ー ブ ２ ０ ’ に 形 成 さ れ た 溝 ７ ７ と を 新 た に 設 け
た こ と を 例 外 と す る 。 装 置 １ ０ ’ と 装 置 １ ０ と の 間 の 共 通 部 分 は 、 装 置 １ ０ ’ に つ い て プ
ラ イ ム 符 号 「 ’ 」 で 指 定 し た 場 合 を 除 い て 、 同 一 参 照 番 号 で 同 定 さ れ る 。 切 断 ワ イ ヤ ７ ０
は 、 溝 ７ ７ 内 部 に 据 え 置 か れ た ル ー プ 部 ７ ２ を 有 し て お り 、 内 側 チ ュ ー ブ ２ ０ ’ の チ ャ ネ
ル 内 を 延 在 し て い る が 、 そ の 近 位 端 は 装 置 １ ０ ’ の 近 位 端 か ら 外 へ 延 び 出 て い る 。 装 置 が
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上 述 の 態 様 で 組 織 を 貫 い て 前 進 さ せ ら れ る に つ れ て 、 切 断 リ ン グ ３ ０ ’ で 組 織 区 分 か ら 芯
部 を 切 除 し た 後 、 矢 印 の 方 向 に 近 位 方 向 に ワ イ ヤ ７ ０ を 引 っ 張 る こ と に よ り （ 図 １ １ ） 、
該 組 織 区 分 を 剪 断 し 、 組 織 の 周 囲 で ル ー プ を 締 め る こ と が で き る （ 図 １ ２ ） 。 図 １ ２ は ル
ー プ ７ ２ が 開 い て は い る が 、 部 分 的 に 締 め た 位 置 に あ る の を 例 示 し て い る 。 図 示 の よ う に
、 ワ イ ヤ ル ー プ ７ ２ は 切 断 リ ン グ ３ ０ ’ よ り 近 位 方 向 に 設 置 さ れ て い る の が 好 ま し い 。 ル
ー プ ７ ２ は 組 織 を 機 械 的 に 剪 断 す る 切 断 端 縁 を 備 え て い て も よ い し 、 こ れ に 代 わ る も の と
し て 、 組 織 を 電 気 的 に 剪 断 す る Ｒ Ｆ 源 に 接 続 さ れ て い て も よ い 。 装 置 １ ０ ’ は 、 装 置 １ ０
に 関 し て 先 に 説 明 し た も の と 同 じ 外 科 手 術 の 応 用 例 で 利 用 す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
図 １ ３ ～ 図 １ ５ は 本 発 明 の 組 織 生 検 装 置 の 代 替 の 実 施 形 態 を 例 示 し て お り 、 こ の 装 置 は 固
定 式 切 断 リ ン グ の 代 わ り に 収 縮 自 在 な 切 断 ワ イ ヤ を 利 用 し て い る 。 装 置 ４ ０ ０ は チ ュ ー ブ
ま た は ス リ ー ブ ４ １ ３ を 備 え て お り 、 こ れ は 可 撓 性 に 富 ん で い る の が 好 ま し く 、 ま た 、 環
状 の 溝 ４ １ ７ が 遠 位 端 に 形 成 さ れ て 切 断 部 材 ４ ３ ０ を 受 容 す る よ う に し て い る 。 （ 装 置 の
遠 位 端 の み が 図 示 さ れ て い る ） 。 代 替 例 と し て 、 外 側 チ ュ ー ブ お よ び 内 側 チ ュ ー ブ が 、 両
者 の 間 に 切 断 部 材 を 搭 載 し て 利 用 さ れ て も よ い 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
切 断 部 材 ４ ３ ０ は Ｒ Ｆ エ ネ ル ギ ー を 組 織 に 伝 達 す る た め の 電 極 を 形 成 し て お り 、 装 置 の 遠
位 端 に 設 置 さ れ 、 図 １ の 装 置 １ ０ の ス リ ー ブ １ ３ の 遠 位 端 と 内 側 チ ュ ー ブ ２ ０ の 遠 位 端 と
を 越 え て リ ン グ ３ ０ が 延 び 出 て い る 態 様 と 同 様 に 、 ス リ ー ブ ４ １ ３ の 最 遠 位 端 ４ １ ５ を 越
え て 延 び 出 て い る 。 し か し 、 リ ン グ ３ ０ と は 異 な り 、 切 断 部 材 ４ ３ ０ は 、 ル ー プ 状 端 部 が
溝 ４ １ ７ の 内 部 に 据 え 置 か れ た 可 動 切 断 ワ イ ヤ の 形 状 を 呈 し て い る 。 切 断 部 材 ４ ３ ０ は 、
ル ー プ ４ ３ ２ が ス リ ー ブ ４ １ ３ の 直 径 と 実 質 的 に 一 致 す る 第 １ の 直 径 を 有 し て い る 第 １ ル
ー プ を 形 成 す る 拡 張 位 置 と （ 図 １ ３ お よ び 図 １ ４ ） 、 ル ー プ ４ ３ ２ が 第 １ の 直 径 よ り も 小
さ い 第 ２ の 直 径 を 有 し て い る 第 ２ ル ー プ を 形 成 す る 収 縮 位 置 と の 間 で 可 動 で あ る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
導 電 性 ワ イ ヤ 部 ４ ２ ８ は ル ー プ ４ ３ ２ と 一 体 で 、 切 断 ル ー プ ４ ３ ２ を Ｒ Ｆ エ ネ ル ギ ー 源 に
電 気 接 続 し て 、 Ｒ Ｆ エ ネ ル ギ ー を 組 織 に 供 与 す る よ う に す る の が 好 ま し い 。 ワ イ ヤ 部 ４ ２
８ は 壁 部 ４ ２ １ と 壁 部 ４ ２ ９ の 間 に 形 成 さ れ た チ ャ ネ ル 内 を 延 在 し 、 装 置 の 近 位 端 か ら 外
へ 出 て い る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
装 置 ４ ０ ０ は 、 ル ー プ を 拡 張 位 置 に 置 い た ま ま 前 進 さ せ ら れ 、 こ の ル ー プ を 介 し て Ｒ Ｆ エ
ネ ル ギ ー を 組 織 に 供 与 し て 、 装 置 １ ０ お よ び 装 置 １ ０ ’ に 関 し て 先 に 説 明 し た 態 様 で 組 織
か ら 芯 部 を 切 り 抜 く 。 組 織 芯 部 を 切 除 し た 後 、 切 断 ワ イ ヤ の 近 位 部 は 図 １ ４ の 矢 印 の 方 向
へ 近 位 方 向 に 引 っ 張 ら れ 、 組 織 の 周 囲 の ル ー プ を 締 め る （ 図 １ ５ の 矢 印 を 参 照 の こ と ） 。
こ の 引 張 り 力 が ル ー プ ４ ３ ２ を 溝 ４ １ ７ か ら 外 へ 引 き 出 し て ル ー プ ４ ３ ２ を 収 縮 さ せ た 結
果 、 組 織 の 端 部 を 剪 断 し 、 そ れ に よ り 、 管 状 の 組 織 区 分 を 患 者 か ら 分 離 し 、 チ ュ ー ブ ４ １
３ の 管 腔 内 に 分 離 し た 組 織 区 分 を 完 全 に 捕 獲 す る 。 従 っ て 、 ル ー プ ４ ３ ２ に よ り 供 与 さ れ
た Ｒ Ｆ エ ネ ル ギ ー が 組 織 区 分 の 遠 位 端 を 切 除 す る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
図 １ ５ は ル ー プ ４ ３ ２ が 部 分 的 に 収 縮 し た 位 置 に あ る の を 例 示 し て い る こ と に 留 意 す べ き
で あ り 、 組 織 を 剪 断 す る に は よ り 完 全 に 締 め る こ と が 必 要 と な る も の と 理 解 す る べ き で あ
る 。 ワ イ ヤ ル ー プ が エ ネ ル ギ ー を 供 給 さ れ る の は 、 装 置 １ ０ に 関 し て 先 に 説 明 し た よ う に
、 鞘 部 材 内 部 に 保 管 す る こ と で 検 体 と し て 採 取 さ れ る 組 織 に 接 触 す る よ り 先 で あ る 。
装 置 ４ ０ ０ は 、 装 置 １ ０ に 関 し て 本 明 細 書 で 前 段 で 既 に 説 明 し た の と 同 じ 外 科 手 術 応 用 例
お よ び 同 じ 挿 入 方 法 に つ い て 利 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
正 し く 認 識 で き る こ と で あ る が 、 本 発 明 の 生 検 装 置 は 比 較 的 大 面 積 の 組 織 を 除 去 す る こ と
が で き る と と も に 、 切 れ 目 無 い 中 実 の 円 筒 状 の 組 織 片 を 無 傷 の ま ま 除 去 で き る た め 、 解 剖
学 的 解 析 の 精 度 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。 切 除 工 程 の 最 中 に Ｒ Ｆ エ ネ ル ギ ー が 連 続 供 与
さ れ た 場 合 は 組 織 片 は 切 れ 目 の 無 い 状 態 と な り 、 Ｒ Ｆ エ ネ ル ギ ー が 間 欠 的 に 供 与 さ れ た 場
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合 は 、 切 れ 切 れ に 複 数 の 隣 接 す る 円 筒 状 組 織 部 が 連 な っ た 状 態 と な り 、 こ れ も ま た 解 剖 学
的 解 析 を 容 易 に す る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
切 断 リ ン グ （ お よ び ワ イ ヤ ル ー プ ） は カ ニ ュ ー レ の 断 面 形 状 と 同 じ 断 面 形 状 で あ り 、 し た
が っ て 、 カ ニ ュ ー レ の 断 面 寸 法 と 一 致 す る の が 好 ま し い 。 こ の よ う な 好 ま し い 実 施 形 態 は
、 カ ニ ュ ー レ の 直 径 と 実 質 的 に 同 じ に な る よ う に 組 織 区 分 を 剪 断 さ せ る こ と が で き る た め
、 切 断 リ ン グ ま た は 切 断 ル ー プ が カ ニ ュ ー レ の 直 径 を 超 過 し た 場 合 の 大 き す ぎ る 切 開 部 と
切 断 リ ン グ ま た は 切 断 ル ー プ が カ ニ ュ ー レ よ り も 小 さ い 場 合 の 生 検 対 象 と な る 小 さ す ぎ る
組 織 と の 間 で 折 り 合 い を つ け て い る 。 し か し 、 必 ず し も 最 適 と は 言 え な い ま で も 、 カ ニ ュ
ー レ と 比 較 し て 小 さ い ま た は 大 き い 切 断 リ ン グ ま た は 切 断 ル ー プ を 利 用 す る こ と が で き る
の も 明 ら か で あ る 。 更 に 、 切 断 リ ン グ ま た は 切 断 ル ー プ は 断 面 が 円 形 で あ る よ う に 例 示 さ
れ て い る が 、 切 断 リ ン グ ま た は 切 断 ル ー プ は 断 面 形 状 が 楕 円 状 ま た は 長 円 形 で あ っ て 、 組
織 の 周 り も 囲 む よ う な 閉 ル ー プ を 形 成 す る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
本 発 明 の 装 置 は 異 な る タ イ プ の 組 織 の 生 検 に 利 用 す る こ と が 可 能 で あ り 、 例 え ば 、 胸 部 組
織 、 肝 臓 組 織 、 膵 臓 組 織 ， 脳 組 織 、 茸 腫 組 織 、 腎 臓 組 織 、 リ ン パ 結 節 組 織 な ど が あ る が 、
こ れ ら に 限 定 さ れ な い 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
装 置 は 、 内 視 鏡 と 一 緒 に 利 用 さ れ る 以 外 に 、 断 層 撮 影 法 、 定 位 座 標 法 、 お よ び 、 超 音 波 画
像 法 な ど の 多 様 な 周 知 の 画 像 化 技 術 と 併 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
上 述 の 説 明 は 多 く の 特 定 事 項 を 含 ん で い る が 、 か か る 特 定 事 項 は 発 明 開 示 範 囲 に 対 す る 限
定 と 見 な す べ き で は な く 、 本 発 明 の 好 ま し い 実 施 形 態 の 具 体 例 に す ぎ な い と 解 釈 す る べ き
で あ る 。 当 業 者 で あ れ ば 、 本 明 細 書 に 添 付 し た 特 許 請 求 の 範 囲 の 各 請 求 項 に 記 載 さ れ た 開
示 の 範 囲 お よ び 精 神 か ら 逸 脱 し て い な い 見 込 み の あ る 変 形 例 を 、 他 に も 多 数 、 想 起 す る こ
と だ ろ う 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ５ ９ 】
【 図 １ 】 図 １ は 、 本 発 明 の 可 撓 性 の 組 織 生 検 装 置 の 第 １ の 実 施 形 態 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ Ａ 】 図 １ Ａ は 、 図 １ の 生 検 装 置 の 遠 位 部 の 長 手 方 向 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 ２ は 、 図 １ の 生 検 装 置 の 遠 位 部 の 展 開 斜 視 図 で あ り 、 装 置 に エ ネ ル ギ ー 投 入 す
る た め の 電 気 外 科 手 術 シ ス テ ム を 例 示 す る 概 略 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ３ は 、 図 １ Ａ の 線 ３ － ３ に 沿 っ て 破 断 さ れ た 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ４ は 、 図 １ の 生 検 装 置 の 一 挿 入 方 法 の 斜 視 図 で あ り 、 生 検 装 置 が 腹 腔 鏡 検 査 法
式 に （ 腹 壁 を 通 し て ） 導 入 さ れ て い る の を 例 示 し 、 生 検 装 置 と 塞 栓 具 が 可 撓 性 の 導 入 器 鞘
部 材 の 外 に 出 て い る 様 子 を 描 い た 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ５ は 、 図 １ の 生 検 装 置 の 遠 位 部 の 長 手 方 向 拡 大 断 面 図 で あ り 、 塞 栓 具 が 装 置 の
内 部 に 設 置 さ れ て 、 組 織 を 刺 通 す た め の 拡 張 位 置 に 置 か れ て い る の を 例 示 し た 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 ６ は 、 図 １ の 装 置 の 側 面 図 で あ り 、 塞 栓 具 が 導 入 器 鞘 部 材 の 内 側 で 生 検 装 置 の
内 部 に 設 置 さ れ 、 腹 腔 へ 刺 通 す た め の 拡 張 位 置 に 置 か れ て い る の を 例 示 し た 図 で あ る 。
【 図 ６ Ａ 】 図 ６ Ａ は 、 塞 栓 具 が 生 検 装 置 か ら 外 へ 引 き 出 さ れ て い る と 共 に 、 生 検 装 置 が 可
撓 性 の 導 入 器 鞘 部 材 か ら 遠 位 方 向 に 前 進 さ せ ら れ て 、 肝 臓 か ら 組 織 を 切 除 し よ う と し て い
る 点 を 除 け ば 、 図 ６ に 類 似 し た 側 面 図 で あ る 。
【 図 ６ Ｂ 】 図 ６ Ｂ は 、 図 １ の 生 検 装 置 の 遠 位 端 の 断 面 図 で あ り 、 装 置 が 組 織 を 通 し て 前 進
さ せ ら れ て 管 状 組 織 区 分 を 除 去 し よ う と し て い る と 共 に 、 装 置 の 管 腔 内 に 組 織 区 分 を 保 管
し て い る の を 例 示 し た 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 図 ７ は 、 本 発 明 の 組 織 生 検 装 置 の 代 替 の 挿 入 法 の 斜 視 図 で あ り 、 腹 壁 を 刺 通 し て
い る 内 視 鏡 の 作 業 チ ャ ネ ル を 通 し て 生 検 装 置 が 挿 入 さ れ る の を 例 示 し た 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 図 ８ は 、 本 発 明 の 組 織 生 検 装 置 の 別 な 挿 入 法 の 側 面 図 で あ り 、 内 視 鏡 の 作 業 チ ャ
ネ ル を 通 し て 経 頚 部 的 に 装 置 が 胃 の 中 へ 挿 入 さ れ て い る の を 例 示 し た 図 で あ る 。
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【 図 ９ 】 図 ９ は 、 本 発 明 の 組 織 生 検 装 置 の 別 な 適 用 例 の 斜 視 図 で あ り 、 装 置 が 経 皮 的 に 胸
部 組 織 に 挿 入 さ れ て い る と 共 に 、 塞 栓 具 が 組 織 を 刺 通 す た め の 拡 張 位 置 に 置 か れ て い る の
を 例 示 し た 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 図 １ ０ は 、 切 断 ワ イ ヤ を 備 え て い る 本 発 明 の 組 織 生 検 装 置 の 代 替 の 実 施 形 態 の
遠 位 部 を 例 示 し た 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 図 １ １ は 、 図 １ ０ の 線 １ １ － １ １ に 沿 っ て 破 断 さ れ た 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 図 １ ２ は 、 切 断 ル ー プ が 組 織 を 剪 断 す る た め の 締 ま っ て い る の を 例 示 し て い る
点 を 除 け ば 図 １ ０ に 類 似 し て い る 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ ３ 】 図 １ ３ は 、 収 縮 自 在 な 切 断 リ ン グ を 備 え て い る 本 発 明 の 組 織 生 検 装 置 の ま た 別
な 代 替 の 実 施 形 態 の 遠 位 部 を 例 示 し た 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ ４ 】 図 １ ４ は 、 図 １ ３ の 線 １ ４ － １ ４ に 沿 っ て 破 断 さ れ た 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ５ 】 図 １ ５ は 、 収 縮 自 在 な リ ン グ が 組 織 を 剪 断 す る た め に 締 ま っ て い る の を 例 示 し
て い る 点 を 除 け ば 図 １ ３ に 類 似 し て い る 斜 視 図 で あ る 。
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【 図 １ 】 【 図 １ Ａ 】
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【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ６ Ａ 】 【 図 ６ Ｂ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】

【 図 １ ４ 】

【 図 １ ５ 】
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【 国 際 公 開 パ ン フ レ ッ ト 】
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【 国 際 調 査 報 告 】
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